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　釧路地域の水産関係機関が共同して開催する「おさかなセミナ
ーくしろ」は、１９９２年に開始して以来、回を重ね、今回がお陰様
で１３回目となりました。この間、この地域の重要な魚介類や海の
環境、生産力などについて勉強を続けて来ました。 
 さて、今回のテーマは、シシャモについてです。北海道太平洋
岸に多く生息するシシャモは秋も深まったころ、沿岸の河川に産
卵のために集まってきます。その群れを漁獲し、すだれ干しにし
たシシャモは、この地域の名産となっており、約千トンの生産が
あります。 
 河川をそ上して産卵した親魚の多くは海に降って一生を終えま
すが、川底の砂に生みつけられた卵は、翌年の春にふ化して海に
降ります。仔魚は沿岸で成長し、やがて産卵のために河川に帰っ
てきます。釧路湿原の中では、シシャモの繁殖を助けるため、仔
魚のふ化・放流の努力が続けられております。 
 シシャモのように海と川を行ったり来たりして生活する魚を
「通し回遊魚」と言い、サケやウナギ、アユなどはその例として
良く知られていますね。この通し回遊にはどのような利点がある
のでしょうか、講師の先生がお答えしますよ。 
 ところで、子持ちシシャモとして市販されている魚の多くは道
産のシシャモではなく、ノルウェーなどから輸入されたカラフト
シシャモ（英名はカペリン）です。シシャモとの違いや見分け方
も教えてもらいましょう。 
 今回は、この地域の誇る魚シシャモを通して、釧路の漁業や試
験研究の役割について、一層、身近に感じて頂ければこの上ない
喜びです。 

 平成１６年８月 

 「おさかなセミナーくしろ２００４」 

 企画・実行委員長　浮　　永　久　  

  （水産総合研究センター北海道区水産研究所長） 

シシャモってどんな魚？ 

も　く　じ 

ご　あ　い　さ　つ 



1

 

海と川を往き来する魚たち （通し回遊魚） 

河 川  海  

ウナギやカジカの仲間の一部 

アユ、トウヨシノボリ（ハゼ科）など 

日本には典型例がいない 
ヌマガレイ、ボラ、スズキなどがこれに近い 

ふ化 
（初期成長） 

産卵 

成長 
成長 

淡水性両側回遊魚 

産卵 

成長 

ふ化 
（初期成長） 

降河回遊魚 

海水性両側回遊魚 
産卵 

ふ化 
（初期成長） 

成長 

成長 

サケ科の魚、シシャモやイトヨ、ウグイ、マルタ、シロウオ（ハゼ科）、カワヤツメなど 

産卵 

成長 

ふ化 
（初期成長） 

遡河回遊魚 

 通し回遊魚の分布(McDowall, 1987) 
１ ）遡河回遊魚は北緯３０度以北の北半球に多い 
２ ）降河回遊魚類は赤道を中心とした低緯度域に多い 

シシャモやさけ・ますのように，海と川を往き来する魚
たちは，通し回遊魚といわれています。３０数科１６０種ほ
どがいます。魚類は世界で２２，０００種前後なので全体の１
％未満です。ただし産業的には重要な種類が多いのです。
通し回遊魚には４つのタイプが考えられています。 
１）遡河回遊魚：海で成長し、川（淡水）で産卵する魚
　　サケ科の魚、シシャモやイトヨ、ウグイ、マルタ、
　　シロウオ（ハゼ科）、カワヤツメなど。 
２）降河回遊魚：川で成長し、海で産卵する魚　 
　　ウナギやカジカの仲間の一部。 
３）両側回遊魚：２タイプ　 
　　Ａ）淡水性両側回遊魚：川で産卵し、海に降りて成
　　　　長、その後川にそ上してさらに成長したのちに
　　　　産卵する魚　アユ、トウヨシノボリ（ハゼ科）
　　　　など 

　　Ｂ）海水性両側回遊魚：海で産卵し、川にそ上して
　　　　成長、その後さらに海で成長して産卵 
　　　　日本には典型例がいません。ヌマガレイ、ボラ、
　　　　スズキなどがこれに近いと考えられます。 
遡河回遊魚は北緯３０度以北の北半球に多く降河回遊魚
は赤道を中心とした低緯度域に多いのです。なぜ、この
ような分布をするのでしょうか？北半球の高緯度域は河
の生産力が低く、海の生産力が高いのです。ですから，
海に降りて成長すると豊富な餌が利用できます。逆に低
緯度域では海の生産性が低く、河川にそ上して成長する
メリットがあると考えられています。通し回遊魚は人間
活動の影響を強く受ける水域に住むため，少なくなって
しまった魚たちも多いのです。 
 

（永澤） 
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緯度による通し回遊魚の分布 

遡河回遊魚 
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降河回遊魚 

さっかかいゆうぎょ 

さっかかいゆうぎょ 

こうかかいゆうぎょ 

りょうそくかいゆうぎょ 

たんすいせいりょうそくかいゆうぎょ 

かいすいせいりょうそくかいゆうぎょ 

こうかかいゆうぎょ 

たんすいせいりょうそくかいゆうぎょ 

かいすいせいりょうそくかいゆうぎょ 
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シシャモとその仲間 

キュウリウオ （大きさ： 25cmほど、産卵期：4～5
月、地方名：キュウリ、英名： rainbow smelt)

チカ （大きさ： 20cmほど、産卵期：3～5月、 
地 方 名 ： ヒ メ ア ジ 、 ツ カ 、 英 名 ： Japanese  surf smelt） 

シシャモ （大きさ： 13cm前後、産卵期：10～ 11月、 
地方名 ：スサ モ 、 ス シ ャ モ 、 英 名 ： shisyamo smelt） 

ワカサ ギ （大 きさ：10cmほ ど 、産卵 期：4～ 6 月、地 
方名：チカ、英名： Japanese smelt, wakasagi） 

脂びれ 

脂びれ 脂びれ 

脂びれ 

口は比較的大きい 口は大きい 

口は小さい 口は小さい 

ウロコは大きい 

腹びれは背びれの起点 
より前に位置する 

ウロコは大きい 

腹びれは背びれの起点 
よりやや後に位置する 

雄の尻びれのふちはまるい 尻びれのふちは直線的 

背びれ 

腹びれ 

背びれ 

腹びれ 

（図版および写真は水産試験場提供「新 北のさかなたち」） 

   ヨモギの茎を口にとおしたシシャモのすだれ干しは、釧路地方や鵡川の初冬の風物詩となっていま
す。この魚はキュウリウオ科に属しますが、「キュウリウオ」という名は、野菜のきゅうりに似た匂
いがあるためにつけられたものです。キュウリウオ科の仲間はやはりシシャモとよく似ており、体が
細長く、背の後の方に脂びれがあるのが特徴です。 

　ヨモギの茎を口にとおしたシシャモのすだれ干し
は、釧路地方や鵡川の初冬の風物詩となっていま
す。この魚はキュウリウオ科に属しますが、「キュ
ウリウオ」という名は、野菜のきゅうりに似た匂い
があるためにつけられたものです。キュウリウオ科
の仲間はやはりシシャモとよく似ており、体が細長
く、背の後の方に脂びれがあるのが特徴です。シシ
ャモのほかにキュウリウオ、チカ、ワカサギなどが
ふくまれます。一見すると、みな同じ魚に見えます
が、形がいろいろ異なりますので、識別できます。 
　シシャモは体長がふつう13cm前後で、口が比較

的大きく、上あごのうしろの端は瞳孔の下に達しま
す。キュウリウオはさらに口が大きく、上あごのう
しろの端は瞳孔を越えます。一方、チカとワカサギ
は口が小さいのが特徴です。チカとワカサギはよく
似ていますが、背びれと腹びれの位置で区別できま
す。腹びれの起点は、背びれの起点のやや後にある
のがチカで、背びれの前にあるのがワカサギです。 
 

（針生）　 

む 

あぶら 

む 

あぶら 
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　シシャモは、世界的にみても日本にだけ分布する
日本固有の魚で、しかも、北海道の太平洋岸にのみ
生息します。1913年に北海道帝国大学の疋田豊治氏
が形態、分布および生態の特徴を示し、新種として
発表しました。 
　10月中旬から11月下旬にかけて、産卵のために川
にそ上します。釧路地方では茶路川、庶路川、阿寒
川、新釧路川にそ上します。釧路地方以外では胆振
地方の鵡川、日高地方の沙流川、十勝地方の十勝川
そして厚岸町の別寒辺牛川と尾幌分水川にもそ上し
ます。かつて、渡島地方の遊楽部川と長万部川にも
上っていましたが、現在はそ上していません。 

　大きくみると三つの群れに分かれて生活している
ようです。鵡川や沙流川にそ上する日高沿岸に分布
する群れと、新釧路川や十勝川にそ上する釧路・十
勝沿岸に分布する群れは、遺伝的に異なることが確
かめられました。また、別寒辺牛川と尾幌分水川に
そ上する厚岸沿岸に分布する群れも脊椎骨数などが
異なることから、別な群れと考えられています。 

（針生） 

ゆうらっぷ 

む 

む さ　る 

さ　る 

べかんべうし 

べかんべうし 

せきつい 

日本固有のさかな 
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十 
勝 
川 

別 
寒 
辺 
牛 
川 

沙 
流 
川 

鵡 
川 

シシャモの分布 

オホーツク海 

太平洋 

日本海 

尾 
幌 
分 
水 
川 

茶 
路 
川 

庶 
路 
川 

阿 
寒 
川 

遊楽部川 

長万部川 

産卵のために上る河川 

（水産試験場提供「新 北のさかなたち」） 

　10月中旬～11月下旬、産卵のために
新釧路川、阿寒川、庶路川、茶路川にそ
上します。釧路地方以外では別寒辺牛
川、尾幌分水川、十勝川、沙流川、鵡川
にそ上します。 

　シシャモは日本にだけ分布する日本固
有の魚です。しかも、北海道の太平洋岸
にのみ生息します。 

　かつて、渡島地方の遊楽部川と長万
部川にも上っていましたが、現在はそ上
していません。 

べかんべうし 

さ　る む 

ゆうらっぷ 



4

シシャモとカラフトシシャモ 

雌  

・ ウロコが大きい。 
・ 口や目が大きい。 
・ 脂びれが小さい。 

・ ウロコがたいへん小さい。 
・ 口や目が小さい。 
・ 脂びれが大きい。 

雄は尻びれが大きい 

脂びれ 

雄は尻びれが大きい  

脂びれ 

雌は尻びれが小さい 雌は尻びれが小さい 

雄 雄 

雌 

カラフトシシャモ シシャモ 

産卵期に体色が黒 
ずむ 

（写真図版は水産試験場提供 「新 北のさかなたち」） （写真図版は「北日本魚類大図鑑」より） 

　シシャモは「柳の葉の魚」を意味するアイヌ語のスス・ハムまたはシュシュ・ハモから由来
します。 産卵期には、雄は尻びれが大きくなり、体色が黒くなります。一方、雌は体色がわず
かに黒くなる程度 です。シシャモは産卵のために淡水に入る遡河回遊魚です。 
　子持ちシシャモとして販売されている魚は外国から輸入されたもので、カラフトシシャモと
言います。 キュウリウオ科の仲間ですが、シシャモではありません。北太平洋北部から北極
海、北大西洋北部にか けて世界的に広く分布します。大きさが15～18cmほどで、一生を海で過
ごす海水魚です。 

む 

　産卵期には、シシャモのオスは尻びれが大きくな
り、体色が黒くなります。一方、メスは体色がわず
かに黒くなる程度です。この魚は「柳の葉の魚」を
意味するアイヌ語のスス・ハムまたはシュシュ・ハ
モから由来します。鵡川地方にはシシャモのアイヌ
の伝説があります。天上の神の国の庭園には神木で
ある柳が多く生えており、毎年秋になると、庭の池
に落ちていました。ところが、ある年偶然にも柳の
葉がアイヌの住む下界に落ちていきました。これを
見た神々は驚いて、下界の落葉のようにそのまま朽
ち果てるのを可愛そうに思い、柳の葉を魚に変え、

永遠の命を与えたと言われます。 
　「子持ちシシャモ」として販売されているシシャ
モは、外国から輸入されたものでカラフトシシャモ
と言います。キュウリウオ科の仲間ですが、シシャ
モではありません。ウロコがたいへん小さく、脂び
れが大きいのが特徴です。北太平洋北部から北極
海、北大西洋北部にかけて世界的に広く分布しま
す。日本ではたいへん少ないのですが、春から夏に
かけてオホーツク沿岸にも来遊します。 
 

（針生） 

さっかかいゆうぎょ 

あぶら 
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新釧路川 

沿岸域 

越冬 越冬 

越冬 

シシャモ 
の一生 

雄の尻びれが 雌に巻き付 く 

11月中・下旬 
産卵 

細砂に産み着けられる 

４，５月にふ化 
１日で海に下る 
体長8mm

６月シラス 
体長1.5cm

10月シラス 
体長7cm

12月 
体長10cm

産卵後の下りシシャモは 
海に下って死ぬ 

一部の雌は生き残って 
翌年再び産卵に加わる 

翌年秋②歳 
体長15cm

翌年秋①歳 
体長12cm

雄の一部は未成魚 
のまま再び越冬 

水深20m付近で 
プランクトンを食べて成長 

成魚と同じく、 
ゴカイや塩虫の仲間を食べる 

河口から10 
～15kmまで 
遡上 

　11月上・中旬、親魚が産卵のため河川にそ上しま
す。河口から10～15kmまでそ上し、雄雌ペアにな
って産卵します。雄の尻びれは大きく、産卵時に尻
びれを雌の体に巻き付けて、体を密着させる行動を
とります。これは雄の精子の量が少ないので効率的
に受精させるための行動と考えられます。産卵を終
えた親は、海へ戻り、多くは死にますが、雌の一部
は生き残って翌年再び産卵に加わります。受精した
卵は川底の細かい砂に付着します。翌年４～５月に
体長8mm程の仔魚がふ化して、川水に流されて１日
で海に下ります。仔魚は水深20m付近の沿岸域で植
物プランクトンや動物プランクトンを食べて成長し

ます。６月には体長1.5cm、10月には7cmになり、
この時期の魚体は幾分透き通っていて、シラスと呼
ばれます。12月には体長10cm程になり、このころ
の餌は成魚と同じゴカイや塩虫の仲間などになりま
す。冬を越して翌年の秋に①歳、体長12cmほどで
成熟し、河川にそ上します。一部の雄は秋になって
も成熟しないで、再び越冬して、翌々年、②歳、体
長15cm程で成熟します。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平野） 
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漁期は１０，１１月 

ししゃも桁網の漁法 

（図版は「漁業生物図鑑　新　北のさかなたち」より） 

シシャモ漁獲量の推移推移 

（図版は「漁業生物図鑑　新　北のさかなたち」より） 

漁
獲
量
（
ト
ン
）
 

北海道におけるシシャモの漁場 

底びき網：かけまわし漁法 
（沖合びき網、えび桁網、ししゃも桁網など） 

ロープに結んだ樽
を投げ、ロープ→網

→ロープと繰り出し、元
に戻って樽を引き上げる 

左右のロープを、
巻き上げる 

　漁期は10～11月で、河川へそ上するため沿岸に集まっ

てきた魚を漁獲します。この時期、シシャモの身は脂肪

分が抜け、雌は卵を持っていて子持ちシシャモと呼ば

れ、商品価値が高くなります。漁場は胆振～釧路支庁の

沿岸です。シシャモが全国的に知られるようになったの

は戦後のことで、現在行われている小型底曳き網の漁法

のシシャモ桁網漁業が始まったのは1950年代後半です。

シシャモ桁網はかけ回し漁法の一種で、図のような手順

で操業を行います。北海道のシシャモ漁獲量は1969年以

前には3,000トンを超える年もありましたが、1970年代に

なって急激に減少し、1988年には過去最低の400トン足ら

ずにまで減少しました。しかし、1989年以降は2003年ま

で、1000トン以上の比較的安定した漁獲が続いていま

す。漁獲量は西暦奇数年に多く、偶数年に少ない傾向が

あります。シシャモの産地としては胆振管内の鵡川町が

有名ですが、実は十勝・釧路管内のシシャモ漁獲量は近

年では全道の漁獲量の大半を占めており、主要な産地と

なっています。 

シシャモの漁業 

び 
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今年の漁獲量は？ 
　漁期が始まる前の９～10月に、十勝・釧路支庁の
沿岸で小型底曳網によりシシャモの分布密度を調べ
ます。漁期前調査での分布密度とその年の漁業での
漁獲量とは正比例の関係があるので、分布密度から
その年の漁獲量を予測します。 
 

川へのそ上時期は？ 
　漁期中の10～11月に雌の生殖腺（卵）の重量を調
べます。資源保護のため、川に親魚がそ上する前に
漁を終らせています。そのためにはそ上する日を予
測する必要があります。雌の生殖腺重量はそ上前に
増加しはじめ、新釧路川にそ上した雌親魚の成熟度
指数（生殖腺重量÷体重×1000）は250～260になり
ます。体重の４分の１が卵です。そこで、漁期中に
生殖腺重量を測定して、成熟度指数の増加傾向から
260に達する日を計算し、川へのそ上日を予測しま
す。 

（平野） 
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2003年漁期前調査におけるシシャモの分布密度（１曳網当り重量：kg） 

釧路海域におけるシシャモの漁獲量と漁期前密度指数の推移 シシャモ成熟度指数と10月10日からの経過日数との 
関係から予測した新釧路川へのそ上日 

漁
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量
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度
指
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／
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網
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成
熟
度
指
数 

y =5.0393x + 11.428
R = 0.951

11月28日 
そ上 

成
熟
度
指
数 

シンボルの上下の縦棒は95%信頼区間 
成熟度指数＝生殖腺重量÷体重×1000

釧路・白糠海域におけるシシャモ雌成熟度指数の変化 

GSI 260以上プロット 
GSI 240以上プロット 

GSI 200以上プロット 

あとえか 
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　搾出方式（雌から搾り出した卵を人工授精し、ふ
化盆で管理する手法）によるふ化放流は1955年に始
まり、当初は自然の河川環境下でふ化盆が管理され
ていました。1974年に茶路川ふ化場が完成し、搾出
方式でふ化事業が行われていました。1988年、新釧
路川に搾出方式よりもふ化率の高い自然産卵方式
（細かい砂利を敷き詰めたふ化水槽に親魚を収容
し、自然の環境に近い状態で産卵させる手法）のふ
化場が完成しました。2001年には茶路川ふ化場の老
朽化に伴い、新たに庶路川に自然産卵方式のふ化場

を建設しました。新釧路川、庶路川の両ふ化場はと
もに３億粒の卵が収容可能です。11月下旬、新釧路
川で夜間、曳き網により親魚を捕獲します。一旦、
生け簀に蓄養し、翌朝、酸素ボンベと水槽を装備し
たトラックでふ化場へ輸送します。ふ化場では　雄
雌を選別して、雄雌の割合が一定になるように、細
かい砂利が敷かれたふ化水槽に収容します。親魚が
産卵し、砂利に卵が付着した状態で管理されます。
翌春、ふ化した仔魚は川へ自然流下します。 

（平野） 

翌
年
春
ふ
化
仔
魚
は 

川
へ
自
然
流
下 

曳
き
網
で 

親
魚
を
捕
獲 

ふ
化
場
へ
輸
送 

雄
雌
の
選
別 

ふ
化
水
槽
へ
収
容 

自
然
産
卵 

資料提供：釧路市水産業対策協議会 

両ふ化場とも自然産卵方式で、 
それぞれ３億粒の卵が収容できる。 

2001年　庶路川ふ化場新設。 

1988年　新釧路川ふ化場完成。 

さく 

さく 

しぼ 

さく 

ひ 
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子持ちシシャモとは？（シシャモの代用品たち） 

カラフトシシャモはノルウェーやアイスランドなどから年間

３万トン前後製品として輸入されています。 

FAOの統計では世界で４番目に漁獲量が多い種類

で，196万トン獲られています。 

カラフトシシャモ 

（子持ちシシャモ） 

索餌期のものを漁獲

するので脂がある 

カラフトシシャモ雌（上）

とシシャモ雌（下） 

釧路産シシャモの生干し

脂が多い時期には漁獲し

ないので脂肪は少なめ 

拡大図　 

カラフトシシャモ（上）は鱗

が細かく，銀色が強い。 

カラフトシシャモ国別輸入量 

輸
入
量
（
ト
ン
）
 

タモでカラフトシシャモをすくう親子連れ 

本州の居酒屋でもメニューに「シシャモ」あるいは「子

持ちシシャモ」が載っていますが、本当のシシャモは

１,３００トンほどしか漁獲されておらず、とても本州の

居酒屋チェーンに出回る量はありません。その魚の正体

は標準和名でカラフトシシャモ、英名ではCapelin（カペリ

ン）と呼ばれる魚です。北海道にもわずかに生息します

が。市販品は全てが輸入品です。鱗がきわめて小さく、

体が銀色なので、よく見るとシシャモとは簡単に区別で

きます。輸入統計での名も「シシャモ」なので大変まぎ

らわしく、カラフトシシャモと本当のシシャモを混同し

ている人もいるようです。カラフトシシャモは生干し冷

凍製品として年間30,000トンほど輸入されています。スー

パーなどでの商品名は主に「子持ちシシャモ」ですが、

水産庁の魚介類名称のガイドラインは標準和名の「カラ

フトシシャモ」の使用が原則とされています。2002年に

は世界で４番目に多く獲られ、漁獲量は196万トンです。

日本の主な輸入先は漁業国のノルウェー、アイスランド、

カナダなどです。カラフトシシャモは遡河回遊を行わな

い海産魚で、沿岸にも沖合の堆にも分布します。産卵期

になると沿岸の波打ち際や堆の浅瀬に大群をなして押し

寄せます。成熟開始年齢は３歳で、３～４歳が産卵の主

体です。産卵後も死なずに複数回産卵する魚もいますが、

５歳以上の魚は希で、寿命は７歳前後と考えられていま

す。日本に食用加工品として輸入されているのはほとん

どが雌。そのため子持ちシシャモと呼ばれています。フ

ィシュミール、養殖さけ・ますの餌、釣り餌などにも多

く利用されます。雄はほとんどがこれらの原料に回され

ているのでしょう。他のシシャモの代用品としてはキュ

ウリウオの小型個体が販売されることがあるようです。 

（永澤） 

さっかかいゆう 
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